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予算特別委員会報告

（
一
般
会
計
）

問　

財
産
売
り
払
い
収
入
の
予

定
場
所
は
？
船
渡
団
地
に
つ

い
て
は
、
分
譲
な
ど
で
人
口

流
入
が
で
き
、
条
件
を
つ
け

た
売
買
を
考
え
て
ほ
し
い
。

答　

公
有
財
産
活
用
・
処
分
も

考
え
、
七
会
医
師
住
宅
の
未

了
部
分
、
船
渡
団
地
の
未
了

部
分
の
不
動
産

を
売
却
予
定
で

す
。

問　

老
人
ホ
ー

	

ム
入
所
者
負

	

担
金
に
つ
い

	

て
だ
が
、
都

	

市
部
で
は
入

	

居
者
が
増
の

	
傾
向
だ
が
、

	
当
町
は
減
、

	

理
由
は
？

答　

去
年
か
ら

	

20
人
→
17
人

	

に
な
っ
た
の

	

は
、
亡
く
な

っ
た
方
な
ど
３
名
い
る
た
め

で
す
。

問　

保
育
料
負
担
金
で
す
が
、

私
立
、
公
立
そ
れ
ぞ
れ
何
名

く
ら
い
い
る
の
か
？
ま
た
新

規
の
か
た
に
説
明
は
？

答　

私
立
が
３
０
８
人
、
公
立

45
人
で
、
新
規
の
方
に
つ
い

て
は
、
説
明
会
は
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

問　

北
方
小
学
校
整
備
事
業
に

つ
い
て
。

答　

町
で
整
備
す
る
内
容
で
す

が
、
プ
ー
ル
撤
去
・
樹
木
伐

採
・
遊
具
・
グ
ラ
ン
ド
整
備

に
つ
い
て
で
す
。

問　

シ
ス
テ
ム
化
委
託
料
に
つ

い
て
役
場
職
員
で
対
応
で
き

な
い
か
。

答　

簡
単
な
表
作
成
な
ど
は
職

員
で
も
可
能
で
す
が
、
情
報

を
１
本
化
し
て
使
用
す
る
も

の
は
委
託
が
望
ま
し
く
、
現

在
共
有
化
も
進
行
し
て
い
る

の
で
、
経
費
削
減
も
期
待
で

き
ま
す
。

問　

防
災
無
線
の
全
戸
計
画

は
。

答　

常
北
地
区
は
未
完
了
、
七

会
地
区
は
Ｉ
Ｐ
放
送
、
桂
地

区
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

な
ぜ
、
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
効

果
は
。

答　

電
気
料
は
約
６
割
削
減
に

な
り
、
寿
命
も
８
倍
に
な
り

ま
す
。
今
後
、
子
供
の
通
学

路
な
ど
優
先
的
に
交
換
し
て

い
き
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　

診
療
患
者
の
増
減
の
人
数

に
つ
い
て

答　

月
平
均
で
す
が
、
沢
山
歯

科
３
２
７
人
→
３
４
６
人
、

七
会
診
療
所
４
７
６
人
→

４
４
６
人
、
七
会
歯
科

　

２
１
５
人
→
２
２
３
人
で

す
。
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　第１回定例会初日の３月10日、町長から提案された平成27年度城里町予算について詳細に審査す
るため予算特別委員会が設置されました。
　予算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分
の審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

予算特別委員会での主な質疑・答弁

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
３
月
12
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
予
算
の
所
管
分
・
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
予

算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

総務民生常任委員会
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（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　

保
険
給
付
費
の
中
の
住
宅

改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
に
つ

い
て
だ
が
、
上
限
枠
も
あ
る

が
、
介
護
認
定
を
受
け
た
方

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
行
っ
て
欲
し
い

が
ど
う
か
。

答　

１
件
に
つ
き
20
万
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
予
算
は
増
や

せ
ま
す
。

（
一
般
会
計
）

問　

使
用
料
・
手
数
料
の
滞

納
・
収
納
状
況
と
対
策
に
つ

い
て
。

答　

下
水
道
・
水
道
使
用
量
は

平
成
26
年
に
98
％
納
入
し
て

も
ら
い
上
が
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

問　

新
し
い
学
校
づ
く
り
支
援

事
業
と
は
何
か
。

答　

学
校
統
合
に
伴
う
県
補
助

金
で
す
。

問　

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
小
坂
た
め
池
）
の
状
況
は
。

答　

国
か
ら
の
事
業
で
、現
在
、

危
険
か
ど
う
か
の
点
検
費
用

で
す
。

問　

ふ
る
さ
と

	

納
税
の
品
目

	

は
何
品
目
か
？

答　

町
の
ブ
ラ

	

ン
ド
商
品
を

	

メ
イ
ン
に
考

	

え
て
お
り
、

	

30
品
目
の
中

	

で
決
定
し
て

	
い
く
予
定
で

	
す
。
具
体
的

	

に
は
決
ま
っ

	

て
い
な
い
が
、

	

町
を
Ｐ
Ｒ
出

	

来
る
も
の
を

	

考
え
て
い
ま

す
。

問　

観
光
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
ホ
ロ
ル
の
湯
の
施

設
管
理
費
は
大
丈
夫
な
の

か
。

答　

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
大

幅
に
削
減
を
し
、
プ
ー
ル
管

理
も
職
員
で
や
り
、
来
年
度

は
、
有
資
格
者
を
採
用
す
る

予
定
で
す
。

問　

無
形
民
俗
文
化
財
補
助
金

だ
が
、
現
在
町
で
登
録
さ
れ

て
い
る
件
数
と
団
体
名
は
。

答　

現
在
２
件
の
登
録
で
、
八

木
節
源
太
踊
り
、
古
内
大
杉

囃
子
で
す
。

問　

非
常
勤
講
師
事
業
に
つ
い

て
だ
が
、
少
人
数
授
業
の
内

容
・
効
果
は
ど
う
か
。

答　

全
般
に
わ
た
り
35
人
学
級

の
通
常
授
業
に
主
任
・
非
常

勤
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
、
授
業
に
厚
み
を
持
た
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
で
は
正
答

率
は
全
国
平
均
よ
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　

下
水
道
整
備
事
業
費
の
負

担
金
で
す
が
那
珂
久
慈
の
負

担
金
が
ア
ッ
プ
し
た
理
由

は
。

答　

今
ま
で
補
助
が
あ
っ
た
の

で
、補
て
ん
し
て
き
ま
し
た
。

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

問　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
工

事
・
事
業
に
つ
い
て
だ
が
、

終
了
し
た
の
か
。

答　

終
了
し
ま
し
た
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　

石
塚
浄
水
場
の
老
朽
化
が

ひ
ど
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
状
は
。

答　

石
塚
浄
水
場
は
43
年
経
過

し
て
い
ま
す
の
で
、
全
体
的

に
痛
ん
で
お
り
修
繕
見
積
も

り
は
１
億
程
と
い
う
こ
と

で
、
27
年
度
は
そ
れ
を
踏
ま

え
統
合
な
ど
検
討
し
て
い
ま

す
。

予算特別委員会報告

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
３
月
13
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
予
算
の
所
管
分
・
公
共

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
水
道
事
業
会
計
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出
教育産業常任委員会


